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平成 23 年 8月 4 日 

各      位 

会 社 名 株式会社ＳＡＮＫＹＯ 

代 表 者 名
代 表 取 締 役 
社 長 

澤 井 明 彦

 （コード番号 6417 東証第 1部）

問 合 せ 先
専務執行役員 
管 理 本 部 長 

石 原 明 彦

 （TEL.03-5778-7777） 

 

 

平成 24 年 3 月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年 5 月 13 日に公表した業績予想を下記のとおり修正いた

しましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

[平成 24 年 3月期第 2四半期連結累計期間 連結業績予想数値の修正] 
（平成 23年 4 月 1日～平成 23 年 9月 30 日）                （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益（円）

前回発表予想 （Ａ） 55,000 2,000 4,000 2,000 21.40 

今回修正予想 （Ｂ） 70,000 11,000 13,000 6,000 64.21 

増減額 （Ｂ－Ａ） 15,000 9,000 9,000 4,000 － 

増減率 （％） 27.3 450.0 225.0 200.0 － 

（ご参考）前第 2四半期実績 

（平成 23 年 3月期第 2四半期累計） 
118,502 33,691 36,217 22,547 235.02 

 

 

[ご参考 平成 24 年 3 月期通期 連結業績予想] 
（平成 23年 4 月 1日～平成 24 年 3月 31 日）                （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想  182,000 40,000 43,000 26,000 278.24 

（ご参考）前期実績 

（平成 23年 3 月期） 
201,606 51,923 55,909 34,733 364.09 

 

 

 

 



 2

[修正の理由] 

 当社グループの主要事業であるパチンコ機関連事業における足元の販売が好調に推移しているこ

とに加え、以下の事由により上記のとおり業績予想の修正を行いました。 

 なお、通期業績予想につきましては先行きに不透明感があることから、 前回発表予想を据え置い

ております。 

 

１．パチンコ機関連事業 

 ＳＡＮＫＹＯブランドでは、「フィーバーマクロスフロンティア」（平成 23 年 5 月）、「Ｘ－ＦＩＬ

ＥＳ」（平成 23 年 7 月）を中心に販売を行い、第 2四半期累計期間における 55,000 台の販売計画に

対し、71,000 台の着地を見込んでおります。 

 Ｂｉｓｔｙブランドでは、「ＣＲ ａｙｕｍｉ ｈａｍａｓａｋｉ 浜崎あゆみ物語 －序章－」

（平成 23年 7 月）が 70,000 台を超える好調な受注となっており、第 2四半期累計期間における

40,000 台の販売計画に対し、72,500 台の着地を見込んでおります。 

 この結果、パチンコ機の予想販売台数は以下となります。 

第 2四半期累計期間：95,000 台から 143,500 台に変更。通期：369,000 台で据置。 

 

２．パチスロ機関連事業 

 ＳＡＮＫＹＯブランドでは、現在受注中の「夢夢ワールドＤＸⅡ」（平成 23年 9 月販売予定）を

中心に第 2四半期累計期間において 9,000 台の販売を見込んでおりますが、第 2四半期に販売予定

としていた新機種を第 3四半期以降に延期したため、22,000 台の販売計画の達成は困難な状況とな

りました。 

 Ｂｉｓｔｙブランドでは、前連結会計年度に発売した「モバスロ エヴァンゲリオン ～真実の

翼～」（平成 23 年 3 月）のリピートオーダーに加え、「ＳＡＭＵＲＡＩ ７」（平成 23 年 5 月）が計

画を上回る販売実績となったため、第2四半期累計期間における32,000台の販売計画に対し、34,500

台の着地見込みとなっております。 

 この結果、パチスロ機の予想販売台数は以下となります。 

第 2四半期累計期間：54,000 台から 43,500 台に変更。通期：169,000 台で据置。 

 

３．特別損失の発生 

 第 2 四半期累計期間の連結決算において、当社の持分法適用関連会社である株式会社ゲームカー

ド・ジョイコホールディングス（JASDAQ スタンダード コード 6249）の持分減少に伴い、23 億 58

百万円の特別損失が発生する見込みです。 

 その内訳は、平成 23年 4 月 1日の同社設立に伴う当社持分の減少による 16 億 2 百万円、平成 23

年 7 月 8日に公表いたしました「特別損失の発生に関するお知らせ」のとおり、同社株式の譲渡に

伴う損失 7億 55 百万円であります。 

 なお、16 億 2 百万円の特別損失につきましては、当第 1 四半期の連結決算で既に計上しており、

前回発表予想にも織り込み済みであります。 

 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


